
平成29年度 地域の特性を活かしたエネルギーの地産地消促進事業費補助金（分散型エネルギーシステム構築支援事業のうちエネルギーシステム構築事業）実績報告要約版（詳細）

【事業名】平成29年度潮芦屋再生可能エネルギー面的利用事業化申請

主な事業者 パナホーム株式会社

事業地 兵庫県芦屋市涼風町

施設名称 スマートシティ潮芦屋Ｄ４街区

面的利用エリア面積 約32007.92m2

主な再生可能エネルギー 太陽光発電

面的利用先 電気

主な導入設備
自営線設備・高圧一括受電設備・個宅設備（太

陽光発電・蓄電池・ＨＥＭＳ）

事業期間（稼働予定） 平成29年9月～32年2月（31年2月稼働予定）

省エネ効果見込 省エネ量：182kL/年 、 省エネ率：100％

（１）事業概要

（２）事業の特徴
• パナホームが開発する潮芦屋スマートシティＤ４街区（117戸）
に太陽光発電・蓄電池・ＨＥＭＳを全住戸に搭載し、蓄電池を
ネットワークにつなぎ、街区全体のエネルギー利用の面的制御・
電力融通＋ＶＰＰ制御を行い、各住戸の太陽光発電を街区全
体で地産地消有効活用を図る日本初のマイクログリッドシステム
を実現する。

（３）導入効果
• 高圧一括受電及び蓄電池制御により電力料金20％削減
• 自営線を活用した面的な太陽光発電や蓄電池制御による
再生可能エネルギーの地産地消

• 自営線内での蓄電池からの逆潮流による住戸間電力融通

（４）事業イメージ
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（５）面的利用概要
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